





















































   て，統計数理の各専門分野の研究者の協力が必要とたってきているが，現在，我が国の
   大学には統計学部・学科が存在せず，全国の大学の関連学部・学科に統計学研究者が分
   散じている状況にあり，したがって，大学等におけるこの分野の研究の中心とたる組織
   が求められている．
 （2） さらに，電子計算機の発達に伴い増大しつつある学術研究の諸分野からの要請に応え
   つつ統計数理の研究を格段に発展させるために，個々の具体的問題について，統計学の
   専門家との共同研究はもとよりその他の全国の大学等における理学，工学，農学，医学，
   経済学，行動科学，社会科学等の個別分野の研究者と統計数理の研究者との共同研究体
   制を強化する必要がある．また，統計数理の新しい研究分野を拓くような問題について
   研究を進め，格段にその発展を期する必要がある．
 （3）統計数理研究所に蓄積される研究成果のコンピュータ・プログラム・パッケージ，デー
   タ解析のノウハウ等の全国的た共同利用が求められている．
 （4）広い視野をもった統計学専門家養成のため，大学院生等を受け入れ，研究指導を行な
   うとともに，広く一般社会人等を対象として統計の知識や技能の習得の機会を提供する
   ことが求められている．
 （5）国際的な研究協力・交流の促進についてのセンター的機能を果たすことが求められて
   いる．
 （6）統計数理が応用において幅広い利用場面を持つことから，民間等外部からの委託研究，
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   資料の収集，提供等を行なうこととしたこと．
 （4）各研究室に所属していた技術系職員を技術課にまとめて，研究所全体としての業務の
   効率化を図るようにしたこと．
 （5）庶務部については，国立大学共同利用機関としての機能を果たし，事業を実施するた
   め，管理部と名称が改められ，所要の整備を行なったこと．
 （6）他の国立大学共同利用機関と同様に，評議員（所外の学識経験者）及び運営協議員（所
   内及び所外の研究者）を置いて，全国の関係大学・研究者の意向がその運営に反映され
   るようにしたこと．
 たお，改組・転換に伴って，研究部の部長・室長・研究員は，文部省内に設けられた資格審
査会で審査を受け，それぞれ教授・助教授・助手に任命された．また，現下の厳しい行財政の
制約を反映して，定員増はたかった．ちたみに，改組時の定員は，所長のほか教官41名，事務
職員13名，技術職員12名，技能職員1名の計68名である．
4．今後の課題
 新しく国立大学共同利用機関として出発した統計数理研究所の使命は，全国の関係研究者の
交流・協力の場とし，共同研究・共同利用を推進するとともに，研究者の養成，情報あ提供，国
際協力の推進等の機能を果たしてゆくことにある．これらの実現のためには，新設の統計デー
タ解析センターにソフトウエア開発室を設置し，同センターの定員・設備の充実を図ること，共
同研究員のための研究室等の増設，共同研究員等のための宿泊施設の建築整備だと早急に解決
してゆかなげればならたいと考えている．
